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 今年4月1日に設置されました九州大学芸術工学研究院 

社会包摂デザイン・イニシアティブと福岡市男女共同参

画推進センター・アミカスが連携し、「ことばと写真」

ジェンダーデザインコンテストを開催することとなりま

した。 

コンテストではジェンダー平等について考えるきっかけ

をつくる表現を募集します。みなさんが普段から感じて

いる「ジェンダー」を「ことばと写真」で表現してくだ

さい。皆さんの問題意識を、これまでにない発想で、ユ

ニークに表現されることを期待しています。

このコンテストは、福岡市や九州大学の男女共同参画

や社会包摂デザインに関わることを理解していただき、

それが表現やコミュニケーション活動にも展開すること

を期待して計画されたものです。また、コンテスト応募

や受賞だけでなく、よりよい展開につながるよう広がり

を期待し、九州大学基幹教育科目「社会包摂とデザイン

B」と連携をします。応募予定者は受講し、知見や考え

を広めていただければと思います。またコンテスト終了

後も、福岡市や九州大学での表現活動につながるよう参加いただいたみなさんと一緒に考えながら、

社会包摂デザインを伝えていきたいと考えています。 

【応募要項 】 

テ ー マ：写真とことばによる「ジェンダー」の表現

募 集 対 象：テーマを写真と言葉で表現したもの。オンライン・オフラインで展示・閲覧や印刷

が可能なもの  

応 募 資 格：個人やグループ、年齢、性別、職業、国籍は問いません 

応 募 点 数：制限なし  

賞 と 賞 金：一次審査通過作品(７点)から、公開審査で３点程度の賞(表彰状と賞金３万円)を 

決定  

審 査 員：小林美香 写真研究者 / 谷正和 九州大学副学長、芸術工学研究院長 /

知足美加子 九州大学芸術工学研究院教授 / 西村孝志 福岡市市民局人権部長 /  

宇出研 福岡市男女共同参画推進センター館長  

審 査 基 準：ジェンダー、社会包摂への理解、機知に富んだ表現、社会への訴求力など  

スケジュール：6/10 募集要項掲載ホームページ公開、

6/22,6/29, 7/13 九州大学 公開講義 

9/30 募集締め切り 

10/15 ごろ 一次審査通過者へ通知 

11/3 公開審査  

詳細はアミカスもしくは九州大学芸術工学部のウエブサイトからご覧ください。 

 【お問い合わせ】         九州大学大学院芸術工学研究院  教授  尾方義人 

    電話：092-553-4542

         Mail： ogata@design.kyushu-u.ac.jp  

「ことばと写真」ジェンダーデザインコンテスト開催  

福岡市と芸術工学研究院 社会包摂デザイン・イニシアティブ 主催 
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九州大学芸術工学研究院
社会包摂デザイン・イニシアティブ

九州大学芸術工学研究院  社会包摂デザイン・
イニシアティブは、多様性のある包摂型社会
の「しくみ」をデザインする先導的研究拠点
です。

社会包摂とは、障害、貧困、人種、国籍、性
的指向などによって社会から阻害されてきた
人たちを含めた、あらゆる人たちの存在が尊
重される社会のあり方を表す言葉です。この
ような包摂型の社会を実現するためには、従
来とは異なる方法で、もの・こと・サービス・
社会制度をデザインしていかなくてはなりま
せん。また、これらを一体的に「しくみ」と
してデザインし、社会実装していくことも不
可欠です。社会包摂デザイン・イニシアティ
ブは、多様なニーズに応じたサービスを提供
し、個人のポテンシャルを引き出すための「し
くみ」をデザインすることで、健全な成長や、
豊かさの新しい価値を生み出す社会づくりを
先導していく研究教育機関です。

〒815-8540 福岡市南区塩原 4丁目 -9-1
TEL：092-553-4552

didi@design.kyushu-u.ac.jp

〒815-0083 福岡市南区高宮 3丁目 3-1
TEL：092-526-3755

amikas@city.fukuoka.lg.jp

福岡市男女共同参画推進センター　アミカス
は、男女共同参画の推進に関する施策を実施
し、及び市民等による取組を支援することに
より、男女共同参画社会の形成に寄与ことを
目的に、昭和 63 年 11 月に九州で最初の女性
センターとして開館し、その後、平成 16 年 4
月に名称変更しました。

男女の自立や男女共同参画を促進するための
講座や女性のチャレンジ支援のための講座な
どを開催するとともに、夫婦関係・DV（ドメ
スティック・バイオレンス）・家族問題・職場
や地域の問題など、さまざまな悩みに臨床心
理士などの専門の相談員が電話や面接で応対
する相談事業などを行っています。他にも男
女共同参画社会実現のために情報提供事業・
地域支援事業・市民グループ活動支援事業な
ど幅広いアプローチで、男女の自立と男女共
同参画社会実現に取り組んでいます。
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5 右の図はレーダーチャートといわれるグラフです。ある事柄を属性（左の図ですと

A~B の６項目）をそれぞれ５段階の基準で示したものです。属性と基準を共通化・
単純化することでわかりやすくなります。結果は大きな正六角形がいいと言われま
す。しかし、６つの属性は以外は見えません。本当はおさまらない値も基準の範囲
に収められます。



写 ジェンダーデザインコンテスト
　このコンテストではジェンダー平等について考えるきっかけをつくるポスターを募集します。皆さんの問題意識を、これ
までにない発想で、ユニークに表現してください。福岡市では、性別にかかわりなく個性と能力を十分に発揮できる男女共
同参画社会を目指しています。2015 年の国連サミットで「持続可能な開発目標 (SDGs）」の目標５に「ジェンダー平等を実
現しよう」が掲げられ、日本を含む世界中が目標実現に向けて取り組んでいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡市男女共同参画推進センター アミカス

　このコンテストは、福岡市や九州大学の男女共同参画や社会包摂デザインに関わることを理解していただき、それが表現
やコミュニケーション活動にも展開することを期待して計画されたものです。また、コンテスト応募や受賞だけでなく、よ
りよい展開につながるよう広がりを期待し、九州大学基幹教育科目「社会包摂とデザイン B」と連携をします。応募予定者
は受講し、知見や考えを広めていただければと思います。またコンテスト終了後も、福岡市や九州大学での表現活動につな
がるよう参加いただいたみなさんと一緒に考えながら、社会包摂デザインを伝えていきたいと考えています。

九州大学芸術工学研究院　社会包摂デザイン・イニシアティブ

ば　とこ

応募要項
テーマ　　　：写真とことばによる「ジェンダー」の表現
募集対象　　：テーマを写真と言葉で表現したもの。オンライン・オフラインで展示・閲覧や印刷などが可能なもの
応募資格　　：個人やグループ、年齢、性別、職業、国籍は問いませんが、以下のすべての要件を満たす方といたします。
　　　　　　　1.「公開審査」（2021年 11月 3日・アミカス：福岡市南区高宮３丁目３－１）にて、会場もしく
　　　　　　　　はオンラインにてプレゼンテーションできる方
　　　　　　　　※「公開審査」の参加に関する交通費やオンライン接続のための費用は個人の負担になります。
　　　　　　　2. コンテスト会期中及び終了後、福岡市や九州大学での展示や印刷等による公開に同意の得られる方
　　　　　　　3. 九州大学授業「社会包摂とデザインB」の指定回（詳細右記）をオンラインもしくはオンデマンドで
　　　　　　　　受講できる方
応募点数　　：制限なし　※応募作品は未発表のものに限ります。また他者の著作権等を侵害していないもの
賞と賞金　　：一次審査通過作品 (７点 )から、公開審査で３点程度の賞を決定し、表彰状と賞金 (３万円 )を授与します
審査員　　　：小林美香　　写真研究者
　　　　　　　谷正和　　　九州大学副学長、芸術工学研究院長
　　　　　　　知足美加子　九州大学芸術工学研究院教授
　　　　　　　西村孝志　　福岡市市民局人権部長
　　　　　　　宇出研　　　福岡市男女共同参画推進センター館長
審査基準　　：ジェンダー、社会包摂への理解、機知に富んだ表現、社会への訴求力など
スケジュール：6/10募集要項掲載ホームページ公開
　　　　　　　6/22,6/29, 7/13　九州大学講義
　　　　　　　9/30 募集締め切り
　　　　　　　アミカスウエブサイト (https://www.city.fukuoka.lg.jp/amikas/) から、ＰＤＦデータ提出
　　　　　　　10/15ごろ　一次審査通過者へ通知
　　　　　　　11/3　公開審査　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細はアミカスのウエブサイトからご覧ください。

コンテスト応募者用九州大学特別講義
「社会包摂とデザインB」（6/15~8/3　火曜１限8:40~10:10）すべてオンライン

6/15　ガイダンス、「社会包摂とデザインA」Aの復習。導入課題説明：「境界線」の写真をとる
6/22　＊講義「ジェンダーとデザイン（仮）」中村美亜　芸術社会学　九州大学芸術工学部未来構想デザインコース
　　　　　人間は「生きるため」にさまざまな表現活動をしています。表現やコミュニケーションのこうした側面に
　　　　　目を向けながら、異なる人たちが異なるままに共存する社会をつくっていくにはどうしたらよいかを考え
　　　　　ます。
6/29　＊講義「パブリックとデザイン（仮）」尾方義人　デザイン学　九州大学芸術工学部未来構想デザインコース
　　　　　公共を考えるためには、一人のユーザーや産業の立場からだけではより良いアプローチは見い出せません。
　　　　　公共の広告・機器やサービスから、街やパブリックとはなんなのかを考えてきたいと思います。
7/66　導入課題のグループダイアログ
7/13　＊福岡市の男女共同参画について
　　　  　クロストーク：アミカス×九州大学社会包摂デザイン・イニシアティブ
　　　　　アミカスの職員が、男女共同参画の具体的な業務や自身の経験をお話します。その後、社会包摂デザイン
　　　　　イニシアティブのメンバーとこれからの課題について話し合います。
7/20　写真研究者　小林美香氏 講義
7/27　コピーライター　北恭子氏 講義
8/33　発表講評など

＊印の 3 回をコンテスト応募者用に公開します。希望者は九州大学芸術工学部未来構想デザインコースのウエブサイ
ト（https://www.df.design.kyushu-u.ac.jp）から、講義 URL(ZOOM の予定）か YouTube　URL を入手して
受講してください。

このページ文字は、九州大学芸術工学研究院との共同研究に基づき，フォントワークス株式会社が開発した K-UD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用
しています。UDフォントとは、「可読性」「視認性」「判別性」に優れ、年齢・性別に関係なく、誰もが読みやすく、見やすい書体のことをいいます。
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以下はあくまで参考例です。構成や形式・内容にとらわれ
る必要はありません。
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